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議会が指摘した議会が指摘した 令和５年度予算事業令和５年度予算事業

集落支援事業
今年度、新たに新型コロナの影響により制限された
集落活動の活性化を図る交付金を新設し、自治
会活動を支援する。（関連記事は７ページ）

4020万円

民間の資金やノウハウによって問題解決を図る手
法を活用しながら、広域の自治体連携で健康
寿命の延伸と医療費抑制に取り組む。

（関連記事は６ページ）

2494万円

湯梨浜みんなのげんき館事業
高齢者向けの運動機器を導入予定。しかし、
設置場所の計画や全体構想が説明不足。

（関連記事は４、６ページ）

6582万円

ＳＩＢを活用した飛び地型自治体連携事業

空き家対策支援事業
特定空き家対策が進むよう事業に取り組む。
特定空き家でない空き家への支援が必要

では。（関連記事は６ページ）

1777万円

①ふるさと湯梨浜応援基金事業
　（2億8720万円）
②町営住宅立替事業
　（4億1320万円）
③農地耕作条件改善事業
　（6630万円）
④ゆうゆうゆりはま事業
　（2190万円）
⑤社会資本整備総合交付金事業
　　　　　　　  （改良・改築）
　（6700万円）
⑥特別医療給付金（9474万円）
⑦羽合小学校管理運営臨時経費
　（3億880万円）
⑧体育施設管理臨時経費
　（5930万円）

★その他、議会が指摘した事業 湯梨浜町若者会議事業
16歳から29歳までの若者で構成される「ゆりはま若
者会議」を開催し、若者が町に対する政策提

言を行う。（関連記事は６ページ）

37万円

　３月定例会は、２日から16日までの15日間の会期で行
われ、令和５年度予算は予算特別委員会を設置して審査
を行いました。
　令和５年度予算をはじめ、補正予算、条例改正、人事案
件など38議案を審議し、すべて原案どおり可決しました。
　また、議員提出議案３件も、原案どおり可決しました。

こども園運営経常経費
保育士確保のため、人材派遣会社への委託が開始。

職員の負担軽減、待機児童解消に期待。
（関連記事は７、14ページ）

3914万円

羽合漁港施設管理臨時経費
羽合漁港の適切な管理のため、施設内の浚渫
砂を排出し、海岸浸食対策に講じる。

（関連記事は７ページ）

603万円
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地方消費税交付金
3.6％

3億7237万円

地方交付税
42.4％

43億3000万円

町税
14.9％

15億2140万円

国庫支出金
11.8％

12億411万円

町債
8.2％

8億4190万円

依存財源
74.8％

76億3176万円

自主財源
25.2％

25億7624万円

地方交付税
42.4％

43億3000万円

町税
14.9％

15億2140万円

繰入金
5.3％

5億3821万円

国庫支出金
11.8％

12億411万円

県支出金
7.4％

7億5436万円

町債
8.2％

8億4190万円その他１
1.3％

1億2902万円

その他２
5.1％

5億1663万円

依存財源
74.8％

76億3176万円

自主財源
25.2％

25億7624万円

一般会計
歳入

102億800万円

人件費
18.4％

18億8009万円

物件費
13.5％

13億7635万円

扶助費
14.4％

14億6976万円
補助費等
19.1％

19億5089万円

普通建設事業費
13.9％

14億1860万円

人件費
18.4％

18億8009万円

物件費
13.5％

13億7635万円

維持補修費
1.0％

1億14万円

扶助費
14.4％

14億6976万円
補助費等
19.1％

19億5089万円

普通建設事業費
13.9％

14億1860万円

災害復旧事業費
0.1％
176万円

公債費
11.8％

12億402万円

公債費
11.8％

12億402万円

積立金
1.9％

1億9885万円

貸付金
0.1％

1365万円

繰出金
5.5％

5億6311万円

繰出金
5.5％

5億6311万円

予備費
0.3％

3078万円

一般会計
歳出

102億800万円

新上町団地（仮）建設着手  積極予算102億令和５年度
一般会計予算

歳
入

　
歳
入
で
は
、
町
税
・
固
定
資
産
税
が
増
加
し
、
町
税
が
前
年
度
よ
り

３
０
２
７
万
円
増
加
し
た
。
全
体
と
し
て
は
、
前
年
度
比
２
％
増
の

１
０
２
億
８
０
０
万
円
。

　
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
公

平
、
公
正
か
つ
町
民
の
声
を
的
確

に
把
握
し
、
均
衡
あ
る
町
の
発
展

と
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
た
だ
し
、
「
湯
梨
浜
み
ん
な
の

げ
ん
き
館
事
業
」
は
、
議
会
と
十

分
な
協
議
が
な
く
、
唐
突
に
予
算

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
と
し
て

は
、
議
会
へ
の
説
明
や
町
民
の
納

得
が
得
ら
れ
る
状
態
に
な
る
ま

で
、
再
検
討
を
含
め
予
算
の
執
行

を
見
送
る
べ
き
と
判
断
し
、
全
会

一
致
で
附
帯
決
議
と
し
ま
す
。

　
本
年
６
月
に
は
「
新
上
町
団
地

（
仮
称
）
」
の
建
築
着
手
や
「
た

じ
り
こ
ど
も
園
」
の
建
設
工
事
着

手
な
ど
、
一
般
会
計
１
０
２
億

８
０
０
万
円
と
し
、
前
年
を
２
億

２
０
０
万
円
上
回
る
積
極
予
算
を

組
み
ま
し
た
。

　
し
か
し
今
回
、
議
会
決
議
と
し

て
「
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館

事
業
」
の
予
算
執
行
の
見
送
り
に

つ
い
て
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
議

会
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
を
深
く
反
省
し
、
納
得
い
く

説
明
が
で
き
る
ま
で
、
予
算
の
執

行
は
し
ま
せ
ん
。

歳
出

　
歳
出
で
は
、
継
続
事
業
と
し
て
新
上
町
団
地
の
建
設
、
新
規
事
業
と
し
て
羽
合
小

学
校
の
教
室
増
築
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
脱
炭
素
の
３
点
を
本
年
度
か
ら
着
実
に
展
開
し
て
い
く
。

　
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
は
、
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の
一
環
と
し
て
、
小
中
学

校
の
学
齢
簿
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
。
脱
炭
素
に
関
し
て
は
、
事
業
所
へ
の
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
支
援
を
新
た
に
行
う
。

自 主 財 源 町に皆さんが納めるお金
依 存 財 源 国や県から配分されるお金

繰　入　金 貯金を取り崩して、支払いにあてるお金
国庫支出金 国から使いみちが決められたお金

用語説明
物件費 賃金、旅費、委託料、交際費などの消費的経費
扶助費 福祉手当、児童手当などの経費

繰出金 特別会計に支出されるお金
公債費 町の借金返済に使うお金

用語説明

一
部
事
業
見
送
り
を

　
　
　
　
　附
帯
決
議

今
後
十
分
に

　説
明
し
て
い
く

寺地予算特別委員長宮脇町長
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一
部
事
業
の
見
送
り

保
育
士
不
足
を
派
遣
で
対
応

集
落
活
動
を
支
援

適
切
な
漁
港
管
理

11
月
に
若
者
が
政
策
提
言

特
定
空
き
家
へ
の
支
援

Ｓ
Ｉ
Ｂ
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す

☆
議
会
と
し
て
は
み
ん
な
の
げ
ん
き

館
事
業
の
執
行
を
見
送
る
べ
き
と
判

断
し
、
全
会
一
致
で
「
事
業
執
行
見

送
り
の
附
帯
決
議
」
を
付
け
た
。

☆
連
携
事
業
も
最
終
期
（
５
期
）
を

迎
え
、
成
果
を
出
す
。

☆
港
内
の
砂
を
取
り
除
き
、
海
岸
浸

食
対
策
を
講
じ
る
。

☆
集
落
が
実
施
す
る
交
流
活
動
や
防

災
活
動
な
ど
に
対
し
て
、
町
が
支
援

す
る
。

☆
倒
壊
な
ど
危
険
度
の
高
い
空
き
家

の
解
体
を
支
援
す
る
。

げんき館で体力増進

みんなで楽しく交流会（橋津地区）

園児が楽しく過ごせるように

令
和
５
年
度
予
算
特
別
委
員
会

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
当
初
予

算
を
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

　
数
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
の
一
部
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

答

答

答

答答

答

答答

答

答答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

問

問

問 問

問

問

問問

問

問問

問問

問問

問

問

問

問

問

　
　
　
　

今
回
の
提
案
の
げ
ん
き
館

　
　
　
事
業
の
概
要
は
。

　
　
　
　
現
在
の
げ
ん
き
館
の
ト

　
　
　
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
と
は
別

　
　
　
　

会
議
に
参
加
す
る
若
者
の

　
　
　
募
集
と
会
議
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　
　
　
　

５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

　
　
　

16
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
10
人

を
募
集
す
る
予
定
。
会
議
自
体
は
８

月
か
ら
11
月
の
間
に
開
催
す
る
。
11

　
　
　
　

広
域
の
自
治
体
と
連
携
し

　
　
　
て
い
る
が
、
現
在
は
ど
こ
の

自
治
体
か
。

　
　
　
　

周
辺
住
民
の
不
安
解
消

　
　
　

の
た
め
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

　
　
　
　

令
和
２
年
度
末
か
ら
令

　
　
　

和
４
年
度
末
ま
で
に
特
定

空
き
家
を
19
戸
除
却
し
た
。
本
年

は
10
戸
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

移
住
定
住
対
策
以
外
の

　
　
　
視
点
で
、
空
き
家
の
維
持
管

理
に
努
め
る
方
へ
の
支
援
も
必
要

で
な
い
か
。

　
　
　
　

貸
す
予
定
の
な
い
空
き

　
　
　

家
に
は
助
成
制
度
は
な
い
。

な
る
べ
く
移
住
定
住
に
つ
な
が
る

活
用
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　

本
年
度
は
人
材
派
遣
会

　
　
　

社
か
ら
10
人
受
け
入
れ
る

が
内
容
は
。
派
遣
保
育
士
の
研
修
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

前
年
度
並
み
に
子
ど
も

　
　
　

を
受
け
入
れ
た
い
た
め
、

派
遣
会
社
か
ら
有
資
格
者
を
受
け

入
れ
た
い
。

　

派
遣
保
育
士
の
研
修
は
派
遣
会

社
が
行
う
。

　
　
　
　

10
人
受
け
入
れ
の
根
拠

　
　
　
と
、
委
託
費
３
８
３
０
万
円

の
根
拠
は
。
１
時
間
１
９
０
０
円
は

町
の
職
員
と
比
べ
て
高
い
の
で
は
。

　
　
　
　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策
臨

　
　
　
時
交
付
金
と
い
う
ソ
フ
ト
事

業
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
。
そ
の
意

図
は
。

　
　
　
　

少
子
高
齢
化
や
新
型
コ
ロ

　
　
　

ナ
に
よ
っ
て
、
集
落
活
動
が

縮
小
し
て
い
る
の
で
、
集
落
支
援
の

強
化
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
交
付
金
以
外
で
の
支
援
強

　
　
　
化
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　

職
員
が
現
場
に
出
る
機
会

　
　
　

を
増
や
し
た
い
。
具
体
的
に

は
、
集
落
支
援
の
支
援
員
を
配
置

し
、
集
落
ご
と
の
課
題
や
現
状
を
把

握
し
、
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　

港
内
の
砂
を
取
り
除
く

　
　
　

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
事
業
は
組
合
管
理
と

し
て
的
確
な
事
業
で
は
な
い
と
思

う
が
。

　
　
　
　

現
在
の
管
理
組
合
は
、
漁

　
　
　

港
の
秩
序
維
持
が
目
的
で

設
立
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
。
浚

渫
は
そ
の
た
め
に
必
要
な
事
業
で

あ
る
。

　
　
　
　

組
合
員
に
な
る
た
め
の

　
　
　
要
件
な
ど
、
規
約
の
内
容
な

ど
も
存
続
の
た
め
に
点
検
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

に
、
つ
わ
ぶ
き
荘
内
に
高
齢
者
向

け
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
関
節
可
動
域

拡
大
用
機
器
導
入
の
た
め
、
約

４
３
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

　
　
　
　

事
業
内
容
の
説
明
が
不
十

　
　
　
分
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
再
度
き
ち
ん
と
説
明
し
た

　
　
　

い
。

　
　
　
　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
４

　
　
　

期
目
に
入
っ
て
い
る
。
現
在

は
、
大
阪
府
高
石
市
、
福
岡
県
飯
塚

市
、
奈
良
県
田
原
本
町
と
連
携
し
て

い
る
。

　
　
　
　
何
を
連
携
し
て
い
る
の

　
　
　

か
。

　
　
　
　

運
動
習
慣
化
で
得
ら
れ
た

　
　
　

他
自
治
体
の
情
報
共
有
や
、

連
携
に
よ
る
全
体
の
事
務
コ
ス
ト
の

削
減
が
で
き
て
い
る
。

　
　
　
　

令
和
４
年
度
の
評
価
で

　
　
　
は
、
目
標
歩
数
、
高
齢
者
割

合
が
低
迷
し
、
会
員
数
も
低
下
し
て

い
る
。
全
体
の
状
況
は
。

　
　
　
　
目
標
会
員
数
を
４
年
目

　
　
　

７
７
０
名
と
し
て
お
り
、
現

在
７
３
１
名
。
会
員
数
は
ほ
ぼ
達
成

し
、
参
加
者
の
１
日
の
歩
数
は
増
加

し
て
い
る
。
健
康
意
識
も
高
ま
っ
て

い
る
。

　
　
　
　

連
携
自
治
体
で
は
効
果
が

　
　
　

出
て
い
る
。
先
進
事
例
の

デ
ー
タ
を
共
有
し
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

月
ま
で
に
会
を
終
え
て
、
提
言
内

容
を
来
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ
た

い
。

　
　
　
　

議
論
を
促
す
た
め
の
方
策

　
　
　

は
。

　
　
　
　

大
学
の
先
生
に
会
議
の
進

　
　
　

行
や
あ
り
方
を
含
め
て
相
談

し
て
い
る
。

　
　
　
　

役
所
以
外
の
場
所
で
、
会

　
　
　
議
を
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

若
者
が
来
や
す
い
環
境
を

　
　
　

作
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
の
会
議
な
の
で
、
技
術

的
に
可
能
か
も
見
極
め
て
対
応
し
た

い
。

　
　
　
　

今
後
、
医
療
費
の
分
析
結

　
　
　

果
が
出
る
。
並
行
し
て
先
進

事
例
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
　
　
　

フ
ル
タ
イ
ム
で
10
人
足

　
　
　

ら
な
い
た
め
10
人
希
望
し

た
。
開
園
日
や
開
園
時
間
で
計
算
し

た
。
１
９
０
０
円
は
派
遣
会
社
に
支

払
う
金
額
で
、
す
べ
て
本
人
に
渡
る

わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
派
遣
を
受
け
入
れ
た
ら
う

　
　
　
ま
く
行
っ
た
の
で
継
続
し
て

派
遣
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
。
子
育
て
の
町
の
姿
勢

が
問
わ
れ
る
の
で
は
。

　
　
　
　

１
年
間
の
予
定
で
あ
り
、

　
　
　

定
着
さ
せ
る
気
は
な
い
。
コ

ロ
ナ
禍
で
園
全
体
が
疲
弊
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
状
態
を
緩
和
し
た
い
。

　

ま
た
、
課
題
を
整
理
し
是
正
の
方

向
に
向
か
う
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
派
遣
の
方
に
も
本
町
の
子

　
　
　
育
て
の
方
針
や
園
の
方
針
を

し
っ
か
り
伝
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

　
　
　
　

双
方
が
確
認
し
な
が
ら
契

　
　
　

約
を
交
わ
し
て
い
く
。

　
　
　
　

水
産
業
発
展
の
た
め
に

　
　
　

は
、
組
合
員
資
格
の
門
戸
を

ひ
ろ
げ
る
こ
と
も
提
案
し
な
が
ら
一

緒
に
な
っ
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
砂
の
処
理
に
対
す
る
費
用

　
　
　
は
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

措
置
す
る
の
か
。

　
　
　
　

県
の
補
助
対
策
事
業
と
し

　
　
　

て
サ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
実
施
す
る
。
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１
月
臨
時
会

補
正
予
算

３
月
定
例
会

条　
例

３
月
定
例
会

そ
の
他

・
土
地
改
良
事
業

２
８
３
万
円

　

緊
急
性
の
高
い
、
谷
奥
た
め
池
の

早
期
改
修
着
工
に
必
要
な
測
量
設
計

を
行
う
。
ま
た
、
原
水
田
給
水
施
設

や
羽
合
土
地
改
良
区
の
電
気
代
・
燃

料
代
等
の
農
業
水
利
施
設
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
推
進
対
策
を
行
う
た
め
の
補

正
予
算
。

☆
湯
梨
浜
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例

　

令
和
３
年
の
個
人
情
報
保
護
法
の

改
正
に
よ
り
、
町
議
会
が
新
法
の
対

象
外
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
た

に
町
独
自
の
「
湯
梨
浜
町
議
会
の
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
、
町
議
会
に
お
け
る
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
関
す
る
必

要
事
項
を
定
め
た
。

☆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
臨
時
経
費

４
５
８
万
円

　

加
入
者
側
受
信
機
（
Ｏ
Ｎ
Ｕ
）
を

80
台
購
入
す
る
経
費
。
国
際
情
勢
の

影
響
で
Ｏ
Ｎ
Ｕ
の
納
期
に
１
年
ほ
ど

要
す
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
次
年

度
途
中
に
在
庫
不
足
が
生
じ
な
い
よ

う
に
今
年
度
内
に
納
品
可
能
な
台
数

を
購
入
す
る
。

・
鳥
取
柿
ぶ
ど
う
生
産
振
興
事
業

１
１
９
万
円

　

町
内
ぶ
ど
う
生
産
農
家
の
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
苗
木
購
入
費
の
支

援
。
高
収
入
品
種
へ
の
切
り
替
え
で

産
地
の
活
性
化
と
生
産
者
の
所
得
向

上
を
図
る
。

☆
湯
梨
浜
町
課
設
置
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
を
生
か
し
た
広
報
力
の

強
化
と
地
域
戦
略
を
推
進
す
る
体
制

構
築
の
た
め
、み
ら
い
創
造
室
を
「
デ

ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
」、企
画
課

谷
奥
た
め
池
の
改
修
に

着
手

町
議
会
で
の
個
人
情
報

を
保
護

東
郷
運
動
公
園
の
指
定

管
理
者
決
ま
る

受
信
機
を
事
前
に
購
入

高
収
入
品
種
へ
の
切
り

替
え
支
援

デ
ジ
タ
ル
を
生
か
し
た

課
の
新
設

ＯＮＵを 80台購入

再編されたデジタル・みらい戦略課

多様なスポーツを楽しめる東郷運動公園

　

条
例
に
基
づ
き
公
募
を
実
施
し
た

結
果
、
指
定
申
請
が
あ
り
、
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
（
７
人
）
で
審

査
・
選
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

管
理
者
は
、
株
式
会
社
チ
ュ
ウ

ブ
。
指
定
の
期
間
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま

で
の
５
年
間
。
管
理
料
の
年
額
は

１
３
７
０
万
円
。

　

選
定
基
準
は
①
提
案
が
町
に
と
っ

て
有
益
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②

公
園
の
管
理
計
画
が
優
れ
て
い
る
こ

と
、
③
施
設
の
管
理
を
安
定
し
て
行

う
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
④
現
在
の

職
員
等
を
採
用
す
る
意
思
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
な
ど
。

常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

ファクシミリ・電子メールでの提出も受け付けます！
請願、陳情の提出時に本人確認ができる書類を提出いただける場合は、ファクシ
ミリ・電子メールでの提出が可能です。本人確認書類や記載内容、提出先など手
続きに関することは町ホームページをご確認いただくか湯梨浜町議会事務局へお
問い合わせください。

件　　　名 陳情者名 採決結果

所得税法第56条の廃止を求める
陳情書

民商鳥取県連婦人部協議会
　会長　西田　美津子

不 採 択

子どものために保育士配置基準の引
き上げによる保育士増員を求める意
見書の提出を求める陳情書

鳥取の保育を考える会
　会長　石井　由加利

採　　択
全会一致

（国に意見書を送付）

日本全体で解決すべき問題として、
普天間基地周辺の子どもたちを取り
巻く空・水・土の安全の保障を求め
る陳情

コドソラ
　代表　与那城 千恵美

不 採 択

国による学校給食無償化を求める陳情
新日本婦人の会鳥取県本部
　会長　山内　淳子

採　　択
全会一致

（国に意見書を送付）

「安保関連３文書」閣議決定の撤回、
「敵基地攻撃能力」の保有や防衛費２
倍化に反対する意見書の提出を求め
る陳情書

憲法改悪反対
　　鳥取県共同センター
　代表　田中　　暁

継続審査

安保関連３文書の閣議決定に抗議し、
大軍拡・大増税の中止、くらしと福祉に
予算をまわすよう求める「意見書」採
択を求める陳情

平和・民主主義・豊かな暮
らしをめざす鳥取県の会
（鳥取県革新懇）
　代表世話人　山内　淳子

継続審査

政府に食料自給率の向上、持続可能
な農業経営と農村を守ることを求め
る陳情書

鳥取県農民運動連合会
　会長　雑賀　敏之

継続審査

件　　　名 請願者名 採決結果

消費税インボイス制度の実施中止を

求める請願

鳥取県民主商工会連合会

　会長　奥田　清治
不 採 択

請 願 ・ 陳 情 審 査

請 願

陳 情

　

苗
木
購
入
費
の
２
分
の
１
を
県
、

植
え
付
け
費
用
の
２
分
の
１
ず
つ
を

県
と
町
が
補
助
す
る
。

を「
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
」
と
し
て

再
編
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
」

に
は
Ｄ
Ｘ
広
報
係
と
み
ら
い
創
造

係
を
置
き
、「
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
」

に
は
政
策
企
画
係
と
共
創
ま
ち
づ
く

り
係
を
設
置
。
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町
の
未
来
図
を
提
示

答

答

答

答

答

答答

答

☆
肥
料
高
騰
対
策
事
業
に
お
い
て
、
国
の
事
業
費
が
令
和
５
年
度

へ
繰
越
と
な
る
。
令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５
年
５
月
ま
で
に
注

文
・
購
入
し
た
肥
料
が
対
象
と
な
っ
た
。
受
付
は
７
月
頃
に
な
り
、

支
払
い
は
９
月
頃
を
予
定
。

問

問

問

問

問
　
　
　
　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直

　
　
　
し
、
法
要
受
入
れ
見
直
し
と

は
。

　
　
　
　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
と

　
　
　

し
て
Ｐ
Ｒ
小
冊
子
を
作
成
し

た
。
法
要
は
少
人
数
で
の
受
入
体
制

を
強
化
す
る
。

　
　
　
　

前
回
と
今
回
と
で
何

　
　
　
か
変
わ
る
部
分
が
あ
る

の
か
。

　
　
　
　

前
回
は
秋
肥
分
。
今

　
　
　

回
は
今
年
５
月
ま
で
の

注
文
が
対
象
と
な
る
。
ま
た
、

前
回
申
請
漏
れ
の
も
の
も
併
せ

て
受
付
け
る
。

総 務 産 業 常 任 委 員 会

早期支給が待たれる拡大補助

☆
水
明
荘
で
は
、
12
月
中
旬
以

降
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、

経
費
削
減
や
営
業
業
務
の
見
直

し
を
図
っ
た
。
今
後
は
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
到
来
を
見
据

え
、
積
極
的
に
営
業
展
開
を
図

る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

☆
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い
、

物
価
高
騰
の
負
担
軽
減
策
と
し

て
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
相

当
額
を
給
付
。
あ
わ
せ
て
、
地

元
管
理
水
道
の
今
後
の
運
営
体

制
に
つ
い
て
、
町
管
理
と
す

る
場
合
の
概
算
費
用
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
提
示
。

答 問問

問問

５
類
に
よ
る
コ
ロ
ナ
対

策
を
機
に
積
極
対
応

地
元
管
理
水
道
の
町
管

理
移
行
を
検
討
中

答

答

答答

☆
①
活
躍
し
ご
と
②
人
の
流
れ
③
住
ま
い
④
健
康
づ
く
り
⑤
交
流

居
場
所
の
５
つ
の
項
目
の
充
実
で
、
若
者
定
住
と
都
市
圏
移
住
を

受
け
入
れ
、
持
続
的
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
す
将
来
像
と
、
全

体
構
想
、
事
業
概
要
、
費
用
が
示
さ
れ
た
。

問

問

　
　
　
　

未
来
図
に
向
け
て
取

　
　
　
り
組
む
べ
き
課
題
は
。

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め

　
　
　

る
に
あ
た
っ
て
、
例
え

　
　
　
　
協
議
は
順
調
に
進
ん
で
い

　
　
　
る
か
。

　
　
　
　

ど
こ
が
滑
り
面
か
、
議
論

　
　
　

が
長
引
い
て
い
る
。
４
月
以

降
、
早
め
に
査
定
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
。

　
　
　
　
進
ん
で
な
い
よ
う
に
思
わ

　
　
　
れ
る
の
で
、
住
民
へ
の
説
明

が
必
要
で
は
。

　
　
　
　

近
隣
の
施
設
、
区
長
に
現

　
　
　

状
の
説
明
を
行
う
。

ば
雇
用
力
が
小
さ
い
、
経
済
循
環
率

が
低
い
な
ど
の
、
本
町
の
構
造
的
課

題
に
対
し
具
体
的
な
事
業
の
支
援
を

行
な
っ
て
い
く
。

☆
農
地
の
権
利
を
取
得
ま
た
は
設

定
す
る
際
に
下
限
面
積
要
件
が

あ
っ
た
が
、農
地
法
が
改
正
さ
れ
、

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
廃
止
と

な
っ
た
。

☆
災
害
復
旧
工
事
の
範
囲
と
工

法
に
つ
い
て
、国
と
協
議
中
。決
定

☆
宮
内
奥
た
め
池
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
に
実
施
設
計

や
地
元
と
の
協
議
が
行
わ
れ
、

令
和
５
年
・
６
年
の
２
か
年
で

工
事
が
行
わ
れ
る
。
貯
水
量
は

現
状
と
同
様
の
計
画
だ
が
、
改

修
後
は
堤
長
・
堤
高
と
も
現
在

よ
り
大
き
く
な
る
。
２
０
０
年

に
一
度
の
最
大
洪
水
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
改
修
。

答答

答

問問

問

問問

　
　
　
　
取
得
の
申
請
に
つ
い
て
、

　
　
　
許
可
し
な
い
こ
と
が
あ
る
の

か
。

　
　
　

 

農
地
を
き
ち
ん
と
管
理
し

　
　
　

耕
作
で
き
る
か
、
裏
付
け
が

必
要
。

　
　
　
　
取
得
後
、
農
地
転
用
の
申

　
　
　
請
が
あ
っ
た
ら
。

　
　
　

 

農
業
委
員
会
は
、
所
有
権

　
　
　

に
つ
い
て
取
り
消
し
は
で
き

な
い
。
悪
意
の
あ
る
転
用
に
対
し
て

指
導
し
て
い
く
。

　
　
　
　
取
水
方
式
は
、
た
め
池
栓

　
　
　
方
式
と
の
こ
と
だ
が
、
栓
は

必
要
な
と
き
だ
け
使
用
す
る
の
か
。

　
　
　

 

用
水
が
必
要
な
と
き
に
は

　
　
　

取
水
口
を
開
け
、
掃
除
等
で

水
を
抜
く
時
に
は
栓
を
抜
い
て
流
水

す
る
方
式
。

　
　
　
　
防
災
と
い
う
観
点
で
、
工

　
　
　
事
に
係
る
地
元
負
担
は
あ
る

の
か
。

　
　
　

 

防
災
重
要
た
め
池
と
い
う

　
　
　

観
点
で
補
助
を
行
う
た
め
、

地
元
負
担
は
な
い
。

農
地
の
取
得
に
係
る
面

積
要
件
が
廃
止
に

町
道
泊
中
央
線
、災
害
復

旧
に
向
け
国
と
協
議
中

防
災
対
策
で
改
修

総 務 産 業 常 任 委 員 会

復旧が待たれる町道泊中央線

生涯活躍のまち推進事業の全体構想の資料

肥
料
の
注
文
に
補
助
拡
大

　
　
　
　
令
和
５
年
度
の
ス
ケ

　
　
　
ジ
ュ
ー
ル
に
示
さ
れ
た
概
算

費
用
と
は
何
か
。

　
　
　

 

加
入
金
や
使
用
料
の
概

　
　
　

算
。

　
　
　
　
い
つ
ま
で
に
町
管
理
に
移

　
　
　
行
す
る
の
か
。

　
　
　
　

今
回
は
移
行
確
認
の
報
告

　
　
　

の
み
。
今
後
、
町
管
理
に
す

る
た
め
の
試
算
調
査
、
評
価
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
町
管
理
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
示
し
判

断
を
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
温
泉
む
す
め
の
は
わ
い
東

　
　
　
郷
浮
乃
が
人
気
だ
。
温
泉
む

す
め
を
通
じ
て
旅
客
数
を
増
や
せ
な

い
か
。

　
　
　
　

温
泉
む
す
め
の
フ
ァ
ン
が

　
　
　

多
い
の
で
、
商
品
グ
ッ
ズ
販

売
や
宿
泊
プ
ラ
ン
な
ど
に
取
り
入
れ

る
。

　
　
　
　
倉
吉
に
県
立
美
術
館
が
で

　
　
　
き
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

　
　
　
　

現
時
点
で
は
具
体
的
に
考

　
　
　

え
て
は
い
な
い
が
梨
記
念
館

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
き
、
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
が
２
類

　
　
　
か
ら
５
類
に
な
る
。
３
月
13

日
か
ら
は
マ
ス
ク
も
個
人
の
判
断
と

な
る
。
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

　
　
　
　

体
温
計
や
消
毒
液
の
設

　
　
　

置
、
従
業
員
の
マ
ス
ク
着
用

な
ど
、
感
染
対
策
は
引
き
続
き
取
っ

て
い
く
。

　
　
　
　
手
厚
く
な
っ
た
と
い
う
理

　
　
　
解
で
い
い
か
。

　
　
　
　

前
回
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
自

　
　
　
体
が
タ
イ
ト
だ
っ
た
。
国
が

延
期
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
に

合
わ
せ
た
。

　
　
　
　

支
援
の
率
は
変
わ
ら
な
い

　
　
　

か
。

　
　
　
　
国
が
７
割
、
県
と
町
と
で

　
　
　
１
割
ず
つ
で
、
９
割
支
援
で

自
己
負
担
が
１
割
で
変
わ
ら
な
い
。

後
、査
定
を
受
け
る
た
め
の
詳
細

の
設
計
に
入
る
。
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答

答

答

答

☆
羽
合
小
学
校
で
は
、
令
和
６
年
か
ら
令
和
10
年
に
か
け
通
常
学

級
が
３
学
級
増
加
す
る
見
込
み
。
ま
た
、
特
別
支
援
学
級
も
増
加

し
、
教
室
が
不
足
す
る
た
め
、
３
教
室
と
ト
イ
レ
を
増
築
す
る
た

め
基
本
設
計
を
行
っ
た
。（
関
連
記
事
は
18
ペ
ー
ジ
）

☆
町
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
の
東
郷
運
動
公
園
の

指
定
管
理
者
を
公
募
。
選
定
委
員
会
の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
、
株

式
会
社
チ
ュ
ウ
ブ
を
指
定
管
理
者
と
し
た
。

問問

問

　
　
　
　

概
算
工
事
費
と
今
後

　
　
　
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

 

総
額
は
２
億
９
９
６
１

　
　
　

万
円
。
財
源
は
、
学
校

教
室
施
設
等
整
備
事
業
債
を
活

用
。

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
利

　
　
　

用
料
が
減
り
収
入
が

減
っ
て
い
る
た
め
、
外
部
委
託

費
を
減
ら
し
、
支
出
を
抑
え
る

計
画
。
だ
が
、
内
部
職
員
の
負

担
は
増
え
る
。
仕
事
量
の
割
に

賃
金
が
抑
え
込
ま
れ
る
構
造
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
。

再
び
増
築　
羽
合
小
学
校

教室の完成イメージ図楽しく遊ぶ子どもたち（東郷運動公園）

安全な通学路の確保が課題

ドッジボールの全国大会に出場
（アロハファイターズ）

　

現
在
、
実
施
設
計
に
着
手
し
て
お

り
、
７
月
に
は
工
事
着
手
し
、
令
和

６
年
３
月
の
完
成
を
目
指
す
。

　
　
　
　

物
価
高
と
材
料
不
足
が
主

　
　
　

な
要
因
で
、
学
校
の
改
編
や

開
設
の
遅
れ
が
各
地
で
問
題
化
し
て

　
　
　

（
株
）
チ
ュ
ウ
ブ
が
外
部

　
　
　

委
託
し
て
い
る
仕
事
を
内
部

で
や
り
く
り
す
る
提
案
が
さ
れ
た
。

町
と
し
て
は
、
指
定
管
理
料
を
増
額

し
て
い
る
が
、
施
設
利
用
を
増
や
し

て
、
利
用
収
入
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

☆
昨
年
末
、
羽
合
小
学
校
横
の

歩
道
で
自
転
車
通
学
中
の
湯
梨

浜
中
学
生
が
警
察
官
の
取
り
締

ま
り
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
警
察
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
動
き
が
あ
り
、
対
策
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

☆
町
内
に
あ
る
墓
地
施
設
が
自

然
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
場

合
、
町
が
応
分
の
助
成
を
行

い
、
墓
地
の
機
能
及
び
公
衆
衛

生
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

答

答

答

問

問

問

問

　
　
　
　
改
め
て
警
察
の
見
解
は
。

　
　
　
　

歩
道
の
自
転
車
通
行
は
幅

　
　
　

３
メ
ー
ト
ル
以
上
な
け
れ
ば

で
き
な
い
。
中
学
校
横
は
幅
が
あ

る
が
、
羽
合
小
学
校
横
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
小
学
校
横
は
行
き
帰
り

と
も
、
車
道
の
左
側
を
通
る
し
か
な

い
。 安

全
な
自
転
車
通
学
路
の

確
保
を

被
災
墓
地
に
町
が
支
援

い
る
。
工
期
内
完
成
は
大
丈
夫
か
。

　
　
　
　
当
初
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　
　
　
ト
造
り
の
検
討
も
し
た
が
、

工
期
の
短
縮
が
図
れ
る
鉄
骨
造
り
の

工
法
を
選
択
し
た
。

　
資
材
の
入
荷
状
況
は
、
不
透
明
な

と
こ
ろ
が
あ
る
。
工
期
内
完
成
を
目

指
し
、
早
い
発
注
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　
　
対
象
と
な
る
大
雨
洪
水
と

　
　
　
は
。

　
　
　

 

国
で
定
め
ら
れ
て
い
る
最

　
　
　

大
24
時
間
雨
量
80
ミ
リ
以

上
、
時
間
雨
量
20
ミ
リ
以
上
の
雨
量

で
あ
り
、
ど
ち
ら
で
も
対
象
に
な
る
。

　
　
　
　
支
援
の
対
象
と
な
る
墓
地

　
　
　
は
。

　
　
　
　

町
設
置
の
東
郷
の
１
か
所

　
　
　

と
管
理
契
約
を
交
わ
し
て
い

る
泊
の
２
か
所
の
墓
地
の
対
応
は
現

行
の
ま
ま
と
す
る
。
他
の
公
益
性
の

高
い
財
産
区
管
理
、
区
の
管
理
の
墓

地
に
つ
い
て
は
、
大
雨
風
水
害
、
地

震
等
の
採
択
基
準
を
設
け
て
運
用
す

る
。

　
　
　
　
３
メ
ー
ト
ル
以
下
の
歩
道

　
　
　
で
も
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は

通
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
本
町
の
対

応
は
。

　
　
　

 

横
浜
市
や
愛
媛
県
で
は
独

　
　
　

自
に
条
例
を
作
っ
て
通
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
本
町
で
も
条
例

で
対
応
で
き
る
か
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

教 育 民 生 常 任 委 員 会

答

☆
令
和
５
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

追
加
接
種
可
能
な
全
て
の
年
齢

の
方
が
対
象
。
９
月
か
ら
12
月

に
か
け
て
１
回
接
種
を
行
う
。

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
方
等
に

つ
い
て
は
、
５
月
か
ら
８
月
に

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問問

　
　
　
　
選
定
委
員
会
は
、
ど
の
よ

　
　
　
う
な
点
を
評
価
し
た
か
。

　
　
　
　
（
株
）
チ
ュ
ウ
ブ
は
、
鳥

　
　
　

取
県
全
体
で
も
多
く
の
体
育

施
設
な
ど
の
管
理
を
し
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
施
設
を
一
体
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
合
宿
の
誘
致
を
行
っ
て
い
る
点
が

評
価
さ
れ
た
。

　
　
　
　
選
定
委
員
会
に
関
す
る
報

　
　
　
告
が
な
か
っ
た
。
指
定
管
理

に
至
る
ま
で
の
経
緯
の
報
告
も
遅
い

の
で
は
。

　
　
　
　

選
定
委
員
会
が
あ
っ
た
と

　
　
　

き
に
、
結
果
を
議
会
に
報
告

す
る
の
が
原
則
と
考
え
る
。
ル
ー
ル

化
し
て
今
後
は
適
正
な
時
期
に
報
告

し
た
い
。

　
　
　
　
他
の
町
村
で
は
、
懸
垂
幕

　
　
　
や
電
光
掲
示
板
な
ど
で
応
援

し
て
い
る
。
本
町
で
も
町
を
あ
げ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

全
国
大
会
出
場
者
を
み

ん
な
で
応
援

湯
梨
浜
町
墓
地
災
害
復
旧
支
援

事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
を
制

定
し
た
。
災
害
復
旧
に
要
す
る

費
用
が
20
万
円
以
上
の
も
の
を

対
象
と
し
、
１
０
０
万
円
を
限

度
に
３
分
の
２
を
町
が
助
成
す

る
。

指
定
管
理
は
再
び

　
　
　
（
株
）チ
ュ
ウ
ブ
へ

応
援
し
よ
う
と
の
気
持
ち
も
含
め
て

対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

周
知
し
て
機
運
が
盛
り
上

　
　
　

が
る
よ
う
な
も
の
を
考
え
た

い
。
町
を
あ
げ
て
応
援
で
き
る
よ
う

考
え
た
い
。

　
　
　
　
過
去
に
１
～
２
回
の
対
応

　
　
　
は
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に

か
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

そ
の
都
度
、
顕
彰
に
値
す

　
　
　

る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
れ
ば

適
切
に
そ
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
努
め
て
い
き
た

い
。
懸
垂
幕
や
広
報
を
活
用
し
取
り

組
ん
で
い
く
。

か
け
て
さ
ら
に
１
回
接
種
を
行

う
。

　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
へ

　
　
　
の
案
内
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
か
。

　
　
　

 

基
本
的
に
方
向
性
が
変

　
　
　

わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
対
象
の
方
に
は
改
め
て
通
知
す

る
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
は
、
ホ
ー
ム

　
　
　
ペ
ー
ジ
で
集
団
接
種
、
個
別

接
種
を
選
ん
で
予
約
が
で
き
て
い
た

が
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約

方
法
は
。

　
　
　
　

ベ
ー
ス
は
医
療
機
関
で
の

　
　
　

個
別
接
種
を
考
え
て
い
る

が
、
集
団
接
種
も
中
部
で
協
調
し
進

め
て
い
く
。

　

現
在
の
予
約
シ
ス
テ
ム
を
今
後
も

継
続
す
る
。
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こども園やその他子育て施設に対する意見について町政を問う町政を問う一般
  質問

質問者 質　問　事　項 ページ

小川　　遊 テクノロジー新時代における魅力と活気あふれるまちづくりを １５

松岡　昭博
湯梨浜町農業の再生を求めて

１６
公共施設の管理は

米田　強美
ひとり親家庭の養育費確保を推進しては

１７
子育て支援のさらなる充実を

増井　久美
高校生通学費助成拡大を

１８
羽合小学校の教室不足の対応は

信原　和裕 世界的な食糧危機の今、農林漁業施策の大転換を １９

保護者からの主な意見 町の対応方針
町内こども園での休日保育の実施 休日保育はババール園で実施

盆保育は各園で対応 地域ごとに開園場所・方法を今後も検討

土曜日（有料を含む）の給食実施 調理員、保育士の配置状況から実施は
困難

給食費（含白ご飯）の無料化 保護者実費負担が原則、今後も現状維
持予定

３才の児童手当減額に伴う保育料減
額、未満時の保育料軽減

児童手当の減額にあわせて保育料を減
額すれば、児童手当は全員３年分なの
に、保育料は生まれた月により違うた
め不平等

【
問
】
①
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
発

展
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
歩
が

身
近
に
な
っ
て
い
る
が
、
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
本
町
の
方
針

は
。

②
セ
ル
フ
レ
ジ
で
の
買
い
物

な
ど
、
町
民
の
普
段
の
生
活

で
も
デ
ジ
タ
ル
と
向
き
合
う

場
面
が
増
加
し
て
い
る
が
、

急
速
な
切
り
替
え
が
負
担
に

な
る
人
も
多
い
。
デ
ジ
タ
ル

に
慣
れ
て
い
く
た
め
の
場
や

機
会
の
創
出
に
つ
い
て
本
町

の
考
え
方
は
。

③
町
民
が
デ
ジ
タ
ル
に
慣
れ

親
し
み
・
助
け
合
い
な
が
ら

生
活
や
産
業
に
活
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
な
、
町
と
し
て

の
方
針
や
取
組
み
・
環
境
の

整
備
が
求
め
ら
れ
る
が
、
本

町
の
考
え
は
。

【
町
長
】
①
４
月
の
機
構
改

革
で
「
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い

戦
略
課
」
を
新
設
し
、
効
率

的
な
シ
ス
テ
ム
導
入
を
積
極

的
に
進
め
る
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ

る
初
心
者
向
け
ス
マ
ホ
個
別

相
談
会
を
役
場
・
中
央
公
民

館
等
を
は
じ
め
、集
落
や
団

体
単
位
で
も
実
施
し
て
い

る
。今
後
も
推
進
に
努
め
る
。

③
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
施
設
「
ゆ
り
は
ま

ネ
ッ
ト
」
で
Ｔ
Ｃ
Ｃ
と
連
携

し
、
情
報
環
境
の
基
盤
で
あ

る
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
環
境
を

提
供
す
る
。
ソ
フ
ト
面
で
は

ス
マ
ホ
初
心
者
へ
の
個
別
相

談
会
で
日
常
生
活
・
仕
事
の

面
で
の
活
用
を
支
援
す
る
。

ま
た
国
県
等
と
情
報
共
有

し
、
新
技
術
で
の
産
業
・
事

業
者
の
支
援
も
図
る
。

３月定例会では、５人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。

　令和３年９月、「給食の白ご飯提供についてアンケート」で実施した、こども園やその他町立の子育
て施設に対する保護者から意見として、38人から寄せられた87件について、町から令和５年３月議会
で次のとおり回答がありました。議会としては、町の方針を検討し対応します。
　なお、コロナ禍対応、園の施設整備、紙おむつの処分、白ご飯提供については対応済みのため未掲載
です。　

AIを使ったサービスも多く登
場している

テクノロジー新時代における
魅力と活気あふれるまちづくりを
町長 新設の「デジタル・みらい戦略課」で

積極的に推進

対
応
し
ま
す

現
状

対
応
困
難

保護者からの主な意見 町の対応方針

子どもたちの成長を活かす支援 子どもの姿、成長を確認しながら研修
を実施

行事は可能な限り簡素化 行事の必要性も含め検討

給料アップ、人員増、負担軽減、臨時
職員の正職員化

処遇は改善済。保育士不足については
募集しているが、対応出来ていない。
事務負担を軽減するためICTシステムを
導入

保育の質が低い、言葉使いが悪い 研修による改善、レベルアップ

大型遊具の設置、とび箱、マットな
どの運動用具の整備

遊具の修繕・設置は緊急性の高いもの
から実施中

保冷剤の禁止解除、制限の廃止、衣服
の汚れ防止、絵本の購入・学習、保護
者用ＨＰの作成

保護者意見を参考とし、引き続き検討

保護者会費の返還 保護者会費は保護者会の協議が必要

田後こども園の移転、子育て支援セン
ターの運営、病児保育の充実、未熟児
の受入増、学童保育の遊具整備、公園
の施設整備、子育て施設の場所の明示

状況を確認しながら、出来るものから
改善

小
お

川
がわ

　　遊
ゆう
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無人ヘリによる防除の省力化

【
問
】
日
本
の
農
業
は
、
規

模
拡
大
や
効
率
化
を
目
指
し

て
き
た
が
、
現
実
は
兼
業

化
・
高
齢
化
・
後
継
者
不
足

が
進
展
し
て
き
た
。

　

一
方
、
世
界
的
経
済
学
者

の
宇
沢
弘
文
氏
は
、
農
業
は

社
会
全
体
に
と
っ
て
の
共
通

財
産
で
あ
る
と
説
く
。

①
町
農
業
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
今
後
ど
の
よ
う

に
誘
導
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

②
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
、
積
極
的
に
集

落
営
農
組
織
の
育
成
に
取
り

組
む
べ
き
で
な
い
の
か
。

③
農
業
を
再
生
す
る
た
め
、

農
業
者
に
多
面
的
機
能
維
持

等
の
た
め
の
支
援
、
収
入
保

険
の
保
険
料
の
助
成
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
①
農
業
が
基
幹
産

業
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た

め
に
、
明
確
に
実
現
す
る
作

業
を
県
・
Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機

関
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
る
。

②
町
独
自
の
支
援
「
担
い
手

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
」
を

創
設
し
、
集
落
営
農
を
推
進

し
て
き
た
。

　

平
成
26
年
、
７
組
織
か
ら

14
組
織
に
増
加
。
各
地
域
部

落
の
課
題
と
向
き
合
っ
て
、

Ｊ
Ａ
・
県
と
連
携
し
持
続
発

展
さ
せ
た
い
。

③
農
業
再
生
協
議
会
を
通
じ

て
、
転
作
な
ど
有
効
利
用
し

て
収
入
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。
収
入
保
険
に
つ
い
て

は
、
町
独
自
支
援
制
度
を
設

け
て
お
り
、
さ
ら
に
上
乗
せ

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
本
町
で
は
、
町
の
施

設
を
管
理
す
る
た
め
、
総
合

管
理
計
画
や
個
別
施
設
計
画

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
対
処
方
針
が
廃
止

と
な
っ
て
い
る
施
設
が
２
つ

あ
る
。

①
個
別
施
設
計
画
に
は
、

「
旧
岡
本
邸
」
、
「
青
少
年

の
家
」
は
老
朽
化
が
激
し

く
、
用
途
廃
止
し
解
体
撤
去

を
実
施
す
る
と
あ
る
。
い
つ

解
体
す
る
の
か
。

②
施
設
解
体
後
の
町
有
地
、

利
用
廃
止
と
な
っ
た
施
設
の

敷
地
は
、
夏
場
な
ど
は
適
切

な
管
理
に
は
ほ
ど
遠
い
と
思

う
。
ど
の
よ
う
な
方
針
の
下

に
管
理
し
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
①
指
摘
さ
れ
た
２

施
設
は
、
行
政
財
産
で
あ

り
、
毎
年
必
要
経
費
を
計
上

し
て
維
持
管
理
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
住
民
の
方
々
か

ら
管
理
不
十
分
と
指
摘
も
あ

り
、
適
切
な
管
理
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
解
体
後
の
公
共

用
地
の
有
効
活
用
に
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
教
育
長
】
②
「
旧
岡
本

邸
」
の
解
体
は
、
所
蔵
文

書
、
東
郷
地
内
発
掘
遺
物
の

収
蔵
場
所
、
解
体
の
財
源
、

跡
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
た
い
。
「
青
少
年
の

家
」
は
、
利
用
廃
止
。
跡
地

利
用
が
決
ま
る
ま
で
中
央
公

民
館
泊
分
館
の
備
品
等
の
保

管
場
所
と
し
て
建
物
維
持
し

て
活
用
し
た
い
。

公
共
施
設
の
管
理
は

教育長

建
物
管
理
し
な
が
ら
跡
地
利
用
を
検
討

松
まつ

岡
おか

　昭
あき

博
ひろ

湯梨浜町農業の再生を求めて

町長 JA、県と連携し施策を推進していく

荒廃が進む旧岡本邸

子どもが健やかに成長するよう、
あらかじめの話し合いが大切

（法務省のてびき）

米
よね

田
だ

　強
つよ

美
み

【
問
】
①
政
府
は
、
専
業
主

婦
や
育
児
疲
れ
を
抱
え
る
保

護
者
を
支
援
す
る
た
め
、
未

就
園
児
を
定
期
的
に
預
か
る

モ
デ
ル
事
業
に
乗
り
出
す
。

本
町
の
取
組
み
は
。

②
厚
生
労
働
省
は
、
保
育
士

の
確
保
に
向
け
、
給
与
の
改

善
、
保
育
保
護
者
の
雇
用
支

援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
町
独
自
の
取
組
み
は
。

③
こ
ど
も
園
入
園
の
可
否
通

知
、
少
し
で
も
早
く
と
の
要

望
が
あ
る
。
ま
た
、
７
月

１
日
以
降
の
入
園
希
望
は
、

３
ヶ
月
前
か
ら
の
受
付
で
あ

る
。
就
労
に
向
け
、
速
や
か

な
通
知
が
望
ま
れ
る
。

【
町
長
】
①
本
町
で
は
「
未

就
園
児
一
時
預
か
り
事
業
」

を
実
施
し
て
お
り
、
多
く
の

方
に
制
度
を
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
今
後
も

努
力
し
て
い
く
。

②
保
育
士
確
保
の
町
独
自
の

取
組
み
と
し
て
、
独
自
の
採

用
試
験
の
実
施
、
給
与
の
改

善
、
新
聞
折
り
込
み
な
ど
を

行
な
っ
た
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
保

育
士
派
遣
を
人
材
派
遣
会
社

に
委
託
す
る
予
定
。

③
園
児
受
け
入
れ
数
は
、
各

こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
職
員

の
配
置
人
数
に
応
じ
た
も
の

と
な
る
。
決
定
次
第
、
電
話

で
連
絡
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
が
、
決
定
を
速
や
か
に
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

【
問
】
①
令
和
３
年
度
の
厚

生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
母
子
世
帯
の
み
の
集
計

で
は
、養
育
費
の「
取
り
決
め

を
し
て
い
る
」
50
・
2
％
、

「
受
け
取
っ
て
い
る
」
37
・

7
％
と
低
い
。
情
報
提
供
や

相
談
が
大
切
だ
が
、
町
長
の

所
見
を
問
う
。

②
養
育
費
の
立
替
と
請
求
を

行
う
民
間
保
証
会
社
が
あ

る
。
初
回
保
証
料
の
補
助
制

度
を
導
入
す
る
自
治
体
が
あ

る
が
所
見
を
問
う
。

③
証
拠
性
と
強
制
執
行
力
の

確
保
の
た
め
、
養
育
に
関
す

る
取
り
決
め
を
公
正
証
書
に

す
る
こ
と
が
大
切
。
費
用
の

補
助
に
つ
い
て
所
見
を
問

う
。

【
町
長
】
①
養
育
費
の
取
決

め
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
や

相
談
は
非
常
に
重
要
。
専
門

機
関
と
連
携
す
る
な
ど
、
ひ

と
り
親
世
帯
の
身
近
な
相
談

窓
口
と
し
て
、
伴
走
型
支
援

を
実
施
し
た
い
。

②
養
育
費
の
民
間
保
証
会
社

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
国
も

調
査
研
究
を
実
施
し
て
い

る
。
本
町
で
も
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
や
規
制
の
在
り

方
等
を
含
め
た
多
角
的
な
観

点
か
ら
研
究
し
た
い
。

③
養
育
費
に
関
す
る
取
決
め

を
公
正
証
書
に
す
る
こ
と
は

非
常
に
大
切
。
本
町
で
も
、

公
正
証
書
作
成
へ
の
助
成
制

度
導
入
に
向
け
て
研
究
を
進

め
て
い
る
。

みんなの笑顔が素敵 
保育士研修に力を入れるニチイキッズ

湯梨浜長江保育園

ひとり親家庭の養育費確保を
推進しては
町長 多角的な観点から研究したい

子
育
て
支
援
、さ
ら
な
る
充
実
を

町長

引
き
続
き
努
力
す
る
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【
問
】
昨
年
か
ら
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
に
よ
る
穀
物
価
格

の
急
騰
や
品
不
足
等
で
町
内

農
林
漁
業
従
事
者
の
減
少
・

高
齢
化
・
荒
廃
農
地
の
拡
大

等
の
問
題
が
、
よ
り
際
立
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
、
町
長
に

次
の
こ
と
を
確
認
し
要
望
し

た
い
。

①
世
界
的
食
糧
危
機
や
町
内

農
林
漁
業
の
危
機
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
お
ら
れ
る
か
。

②
十
分
な
地
産
地
消
の
食
材

提
供
が
で
き
る
町
内
農
林
漁

業
者
育
成
・
経
営
支
援
の
取

組
み
は
。

③
食
料
自
給
率
１
０
０
％
に

向
け
、
国
や
県
に
積
極
的
な

要
望
活
動
の
実
施
を
。

【
町
長
】
①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛

争
に
よ
り
穀
物
の
高
騰
、
飼

料
価
格
の
上
昇
が
起
き
て
い

る
。
国
内
の
農
業
生
産
の
増

大
を
図
り
、
輸
入
及
び
備
蓄

を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
町
と
し
て
も
肥

料
費
上
昇
分
の
支
援
な
ど
、

こ
れ
か
ら
も
農
業
者
を
支
援

し
て
い
く
。

②
国
や
県
と
共
に
農
業
生
産

者
確
保
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
活
用
し
支
援
し
て

い
く
。
価
格
保
障
、
所
得
補

償
に
つ
い
て
は
収
入
保
険
制

度
が
あ
る
。

③
県
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
国
へ
要

望
な
ど
を
行
な
っ
て
い
き
た

い
。

信
のぶ

原
はら

　和
かず

裕
ひろ

広がり続ける耕作放棄地

世界的な食糧危機の今、
　　農林漁業施策の大転換を　　　　
町長 県と協力し国へ要望

【
問
】
高
校
生
の
通
学
費
助

成
は
、
月
額
７
０
０
０
円
を

超
え
る
場
合
、
県
と
市
町
村

で
助
成
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
７
０
０
０

円
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
補
助
対
象
に
な
ら
な
い

家
庭
が
多
く
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
助
成
額
を
引
き
上
げ

て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
湯
梨
浜
町
に
は
湯

梨
浜
学
園
が
あ
る
。

　

県
外
か
ら
こ
の
高
校
に
通

学
し
て
い
る
生
徒
が
あ
る
な

ら
ば
、
こ
の
生
徒
に
も
助
成

し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
こ
の
制
度
は
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
教
育

の
機
会
均
等
を
目
的
に
、
令

和
２
年
に
県
と
共
に
始
め
た

制
度
で
、
利
用
者
も
順
調
に

増
え
て
い
る
。
だ
が
、
通
学

方
法
は
公
共
交
通
機
関
だ
け

で
な
い
た
め
、
こ
れ
以
上
の

補
助
は
で
き
な
い
。
授
業
料

の
減
免
制
度
等
、
他
の
制
度

の
活
用
も
考
え
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
今
、
湯
梨
浜
学
園

高
等
学
校
に
兵
庫
県
新
温
泉

町
か
ら
全
日
制
に
２
名
、
通

信
制
に
１
名
、
通
学
し
て
い

る
。
し
か
し
、
地
域
の
活
性

化
や
公
共
交
通
機
関
存
続
へ

の
効
果
も
限
定
的
で
、
県
外

通
学
生
へ
の
助
成
は
考
え
て

い
な
い
。

【
問
】
①
国
保
税
の
子
ど
も

の
「
均
等
割
」
を
な
く
し
て

は
。

②
子
ど
も
の
特
別
医
療
費
助

成
を
、
18
歳
ま
で
窓
口
負
担

完
全
無
料
に
す
る
べ
き
で

は
。

③
町
の
子
育
て
支
援
策
に
つ

い
て
問
う
。

（
イ
）
羽
合
地
区
の
子
ど
も

が
地
元
の
園
に
入
れ
な
い
点

に
つ
い
て
の
対
策
は
。

（
ロ
）
保
育
士
の
確
保
を
ど

う
す
る
の
か
。

（
ハ
）
羽
合
小
学
校
で
は
令

和
６
・
７
年
に
教
室
不
足
が

生
じ
る
。
増
築
を
予
定
し
て

い
る
が
、
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

【
町
長
】
①
国
保
税
の
子
ど

も
均
等
割
の
減
免
制
度
が
令

和
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
今
は
そ
れ
以
上
は
で
き

な
い
。

②
子
ど
も
の
特
別
医
療
費
助

成
制
度
の
18
才
へ
の
拡
大
は

平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ
て

お
り
、
今
後
の
国
の
制
度
充

実
に
期
待
し
た
い
。

③
（
イ
）
羽
合
地
区
の
子
ど

も
の
２
割
が
、
保
育
士
不
足

か
ら
地
元
園
に
入
れ
ず
、
町

内
他
園
の
利
用
と
な
っ
て
い

る
。
理
解
し
て
ほ
し
い
。

（
ロ
）
保
育
士
の
確
保
は
、

こ
れ
ま
で
も
様
々
取
り
組
ん

で
き
た
が
難
し
く
、
次
年

度
、
人
材
派
遣
会
社
に
職
員

派
遣
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。

【
教
育
長
】（
ハ
）
羽
合
小

学
校
は
、
今
、
通
常
学
級

18
・
特
別
支
援
学
級
９
、
合

計
27
学
級
だ
が
、
令
和
10
年

に
は
合
わ
せ
て
４
学
級
増
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

令
和
６
年
度
利
用
開
始
予
定

で
、
校
舎
南
側
に
教
室
の
増

築
工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

羽
合
小
学
校
の
教
室
不
足
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
応
は

教育長

増
築
工
事
を
計
画

教育長 他の制度の活用を

高校生も利用する松崎駅

増築予定の羽合小学校

増
ます

井
い

　久
く

美
み

高校生通学費助成拡大を

議
会
Ｈ
Ｐ
情
報

傍
聴
に
来
ら
れ
た
方
の
マ
ス

ク
の
着
用
に
つ
い
て

事
務
局
人
事
異
動

　

湯
梨
浜
町
議
会
で
は
、

議
会
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
９
月
に
行
っ

た
、
こ
ど
も
園
で
３
歳
以

上
の
園
児
に
対
す
る
白
ご

は
ん
の
提
供
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
町
の

回
答
に
つ
い
て
も
Ｈ
Ｐ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
て
、
議
会
の
情
報
公

開
も
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

・ 

マ
ス
ク
の
着
用
は
、
個
人
の
判
断
で
着
脱
を

お
願
い
し
ま
す
。

・ 

隣
の
方
と
の
距
離
を
と
っ
て
お
座
り
く
だ

さ
い
。

こども園の「白ごはん」提供について

新局長旧局長

杉原  美鈴山根　薦

事務局体制
　新）局長：杉原　美鈴　　書記：岡本　啓吾
　旧）局長：山根　　薦　　書記：谷本　愛香

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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議会の傍聴をお気軽に

【
編
集
】

　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　22
年
ぶ
り
と
な
る
議
会
議

員
に
復
帰
し
早
２
年
。「
選
挙

で
議
員
を
選
び
ま
し
ょ
う
」

を
掲
げ
て
の
立
候
補
で
あ
っ

た
が
、
復
帰
し
て
浦
島
太
郎

を
感
じ
る
。

　
経
済
成
長
関
連
事
業
が
中

心
だ
っ
た
以
前
と
異
な
り
、

教
育
・
福
祉
・
介
護
等
々
き

め
細
や
か
な
施
策
が
待
っ
た

な
し
で
目
白
押
し
。60
万
人

を
下
回
っ
た
鳥
取
県
の
人
口

は
、
中
部
全
域
が
際
立
っ
て

減
少
し
、
湯
梨
浜
町
で
も
東

郷
・
泊
地
区
が
過
疎
対
象
地

域
に
な
っ
た
。

　「
人
に
し
て
遠
き
慮
り
な

け
れ
ば
、
必
ず
近
き
憂
い
有

り
」の
と
お
り
、将
来
を
見
据

え
た
自
治
体
行
政
に
し
っ
か

り
と
対
応
し
な
け
れ
ば
と
痛

感
し
て
い
る
。

（
記

　磯
江
）

発
行

／
鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
議

会
　

　
〒

682-0723　
鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
大

字
久

留
19番
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w
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　議員が、議場でどんな発言をしているのか。どのような町づくりを考え
ているのか。今後の町の方向性を直接聞くことができる良い機会です。ど
なたでも傍聴できますので、役場３階へお気軽にお越しください。
　議会の日程は、広報ゆりはま、防災行政無線放送、町ホームページでお
知らせします。

　「日本のハワイ」と親しまれてきた湯梨浜
町。自然がとても豊かで、穏やかな田園風景
が広がり、人々の温かい心に癒される町。
　平成８年、ハワイ郡のヒロと姉妹都市を結
ばれて交流が盛んになり、地元のアロハホー
ルで開催されたフラのフェスティバルには、
本場のハワイからゲストと共に全国からたく
さんのフラ愛好者が集まり、ハワイの風を感
じさせてくれた。
　そんな私もフラ愛好者のうちの一人。ハワ
イの文化であるフラを学ぶためにハワイ島の
クム（先生）ナニ・リム・ヤップ氏のもとを何
度も訪れた。そして湯梨浜の地にフラのスタ
ジオ兼住居を構え、たくさんのメンバーにフ
ラを伝え楽しんでいる。
　フラの題材となるメレ（詩）の中にはハワ
イの風、揺らぐ樹々の香り、そこに降る雨、素
朴な人々の心などフラ独特の詠唱や系譜が
あり、私たちが普段忘れかけている大切なも
のを呼び戻してくれる。フラは単なる踊りに

小瀧　恭子 さん（長江）プアナ二・フラスタジオ

６月９日（金）～
※日程は変更になる場合があります。
　詳しくは町ホームページへ。

次回の定例会は

午前１０時開会

とどまらず、私たちに生き方を教えてくれる。
日本の文化とハワイの文化が融合しあって、
私たちの人生を豊かなものにしてくれると信
じている。
　昨年11月13日、20年以上も交流のある地
元のフレンドシップフラハワイの方々と、大好
きなアロハホールで、皆さんの笑顔に囲まれ
ながらフラのフェスティバルを開催させてい
ただいた。コロナ禍前以上に多くのフラ愛好
者が全国から集まり、アロハホールがいっぱ
いの湯梨浜町になっていくことを願い、これ
からも楽しく活動していきたい。

「全国のフラ愛好者でハワイアロハ
　ホールをいっぱいにしたい」
「全国のフラ愛好者でハワイアロハ
　ホールをいっぱいにしたい」

お
も
ん
ぱ
か


